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ブル（Smith	 et	 al.,	 1992;	 Beilock	 et	 al.,	 2002），ゴルフのパッティング（Beilock	 





























りも状況判断などの認知タスクに差がみられるとの報告（Populin	 et	 al.,	 1990;	 
Marsh	 and	 Geel,	 2000;	 Vuillerme	 and	 Nougier,	 2004;	 木塚ほか,	 2010;	 Green	 and	 





















































	 １−２.	 デュアルタスクを用いたスポーツ技能の評価に関する研究	 
	 上記のような背景から，認知心理学で頻繁に用いられてきたデュアルタスクメ
ソッドを応用した技能評価が注目されている(Abernethy,1988)．これまでに，成
人のバランスアビリティ（Dault	 et	 al.，2001;	 城野ほか,	 2013a	 &	 2013b）や歩
行技能（増田・芳賀,	 2015），子どものバランスアビリティ（Oliver	 et	 al.,	 2010）
や歩行技能（Cherng	 et	 al.,	 2007;Krampe	 et	 al.,2011），高齢者のバランスアビ
リティ（Marsh	 and	 Geel,	 2000;	 片岡ほか,	 2007;	 Berger	 and	 Demanze,	 2011;	 
 7 
Woollacott	 and	 Shumway-Cook,	 2002）や歩行技能（Beauchet	 et	 al.,	 2009;	 Krampe	 
et	 al.,2011;	 Doi	 et	 al.,	 2014;	 佐川ほか,	 2014），アスリートのバランスアビ






















































































おける捕球タスクと刺激認知タスク（Populin	 et	 al.,	 1990）や，若年女性と高
齢女性におけるバランスタスクと音反応タスク（Marsh	 and	 Geel,	 2000），体操選




























































































































していることがボールゲーム（Williams	 and	 Davids,1998;	 加藤・福田,2002;	 Kato	 
and	 Fukuda,2002;	 品治・佐久間,2009;	 石橋ほか,2013;	 仲里ほか,2013;	 今村・
磯貝,2014）や対人競技（Williams	 and	 Elliott,1999;	 加藤・福田,2003）において
報告されており，未熟練者は視線を広範囲に動かして視覚情報を獲得しているの
に対し，熟練者は視線を一定に置き，周辺視野を用いることでその周辺の視覚情
報をも獲得していること	 (Williams	 and	 Davids,1998;	 Kato	 and	 Fukuda,2002;	 加









al.,1994;	 Savelsberg	 et	 al.,2002	 &	 2005;	 Nagano	 et	 al.,2006;	 Vaeyens	 et	 
 18 
al.,2007;	 夏原ほか,2015）やバスケットボール（大神ほか,1989），テニス（Ward	 et	 
al.,2002;	 Williams	 et	 al.,2002;	 Avila	 and	 Moreno,2003），野球（加藤・福田,2002;	 










	 しかし，上記に挙げた先行研究の大部分(渡部,1989;	 Williams	 et	 al.,1994	 &	 2002;	 
Ripoll	 et	 al.,1995;	 Williams	 and	 Davids,1998;	 Williams	 and	 Elliott,1999;	 Kato	 
and	 Fukuda,2002;	 Ward	 et	 al.,2002;	 Savelsbergh	 et	 al.,2002	 &	 2005	 &	 2010;	 Avila	 
and	 Moreno,2003;	 Vaeyens	 et	 al.,2007;	 Mann	 et	 al.,2009;	 今村・磯貝,2014;	 












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































岡ほか,	 2007;	 木塚ほか,	 2010;	 城野ほか,	 2013a&b）．また，これらの研究で用
いられている認知タスクは，計算タスクやストループタスクである場合が多く（片
 39 













	 本研究では，先行研究（Vickers	 et	 al.,2000;	 Rodrigues	 et	 al.,2002;	 Mattell	 








































































	 被験者は，ソフトボール部に所属する女子部員 23 名（身長 160.4±5.1	 cm，体
重 55.9±5.9	 kg，全員右投げ）とした．23 名の部員は，競技年数 5 年以上かつ内
野手経験を有する 12 名を上技能群（競技年数 9.5±4.8 年），5 年未満もしくは内
































































（本塁から約 17.5m の距離）であること，打球が約 70km/h であったことから，一
歩以上の前進は時間的に難しい状況であった．被験者の十分な準備運動および練
習を行った後，各塁（一塁，三塁，本塁）への捕送球を 5 試技ずつ無作為な順番








による 3 種類の走塁パターンを判断した．	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と指示をした．3 種類の走塁パターン（小さい，大きい，走った）を 5 試技ずつ無










































させ，緑色の LED 点灯を認識した場合には反応しないように指示をした．赤色 LED
点灯と緑色 LED 点灯を無作為な順番で提示し，計 15 試技とした．選択反応の正答
率（％）は，正しく反応した数を全試技数で除することによって求め，選択反応







が等分散性が仮定されないものについては Welth の t 検定を，正規性が仮定され
ないものについては Mann-Whitney の U 検定を行った．結果は，全て平均値±標準
偏差で表記した．なお，本研究課題における全ての統計解析は統計解析ソフトウ





	 視野範囲において，上技能群で 173.8±6.3 度，中技能群で 172.4±4.5 度とな
り，群間に有意な差は認められなかった（t=0.638，n.s.，図４−２）．選択反応正
答率においては，上技能群で 97.2±4.5％，中技能群で 97.6±3.4％，選択反応時












































































































































































認められなかったとの報告（Smith	 and	 Chamberlin,	 1992;	 Viillerme	 and	 Nougier,	 
2004;	 木塚ほか,	 2010）や，単純な認知タスクのみを遂行する場合には技能レベ


































差によって生じるとの報告が多い	 (Populin	 et	 al.,	 1990;	 Marsh	 and	 Geel,	 2000;	 
















たタスク	 (Beilock	 et	 al.,	 2002)	 や，熟練者と初心者を対象にゴルフのパッテ
ィングと録音テープ中の音声の認識を組み合わせたタスク	 (Beilock	 et	 al.,	 
2004)，若年成人と高齢者を対象に姿勢制御と認知タスクを組み合わせたタスク	 
(Berger	 and	 Demanze,	 2011)，捕球と視覚刺激の認知を組み合わせたタスク	 





















































































手法は確立されていないにもかかわらず，多くの先行研究（金堀ほか,	 2014;	 Alila	 

































を専門に指導しているコーチ 9 名（以下，ソフトボールコーチ群，指導年数 3.6
±2.2 年，表５−１）とソフトボールおよび野球以外の競技を専門に指導している





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































おける全ての統計解析は統計解析ソフトウェア SPSS	 Statistics	 Ver.	 21.0（日本






は，75.1 点から 126.4 点までの値（100±14.5 点）となった．また，デュアルタ
スクの捕送球率（91.0±8.2％）と判断率（84.0±15.3％）から算出したデュアル








-0.066 から 0.203 の範囲であり有意な相関係数は認められず（n.s.），それらの平
均値は 0.095（n.s.）であった（図 5−２左）．9 名のソフトボールコーチ評価点と
デュアルタスク評価点について，相関係数は 0.602 から 0.856 の範囲であり全員
が有意な相関係数であり（p<0.05），それらの平均値は 0.728（p<0.05）であった
（図 5−３左）．また，9名の異競技コーチ評価点とシングルタスク評価点について，
相関係数は-0.234 から 0.230 の範囲であり有意な相関係数は認められず（n.s.），
それらの平均値は 0.052（n.s.）であった（図 5−２右）．9 名の異競技コーチ評価




















































































































































































































































































	 各守備者に対する評価の一致度を表す Kendall の一致係数は，ソフトボールコ







のモデルの重相関係数（R）は 0.679 から 0.892 の範囲，決定係数（R2）は 0.462
から 0.796 の範囲となり，9 つのモデル全てが有意なモデルであった（表５−２）．
つまり，ソフトボールコーチ合計評価点は，異競技コーチ評価点とデュアルタス
ク評価点によって，約 46〜80％説明されることが示された．なお，デュアルタス
ク評価点は 9 名各々のモデルで有意な説明力を持ち，標準偏回帰係数（β）は 0.421
から 0.655 の範囲であり，異競技コーチ評価点は 9 名中 6 名（j，l，m，p，q，r）
のモデルで有意な説明力を持ち，標準偏回帰係数は，0.069 から 0.586 の範囲であ
 72 
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ることが報告（村田・杉足,	 2000;	 井箟,	 2004;	 Kida	 et	 al.,	 2005）されている．
一方で，熟練者と準熟練者のような技能レベルの差が小さな対象を比較する場合





























ったとの報告（木塚ほか,	 2010;	 Viillerme	 and	 Nougier,	 2004;	 Smith	 and	 
Chamberlin,	 1992）や，単純な認知タスクのみを遂行する場合には技能レベル間

















によって生じるとの報告が多い	 (Marsh	 and	 Geel,	 2000;	 Vuillerme	 and	 Nougier,	 














て 体 操 の 技 の 判 定 が 正 確 で あ る と の 報 告 (Ste-Marie,	 1999;	 Ste-Marie	 et	 
al.,2001)や，体操競技の技の観察において指導者は選手よりも技の局面を見抜く
ことができるとの報告	 (野田,	 1999)，柔道の審判において審判員レベルが高いほ





	 一方，ソフトボールコーチ群の 9 名は，ケンドールの一致係数の結果	 (ソフト
















































































































































































































































































































































































































クのセットアップでは，被験者の後部に，赤色 LED ライトと緑色 LED ライトを設
置した（図６−２）．三塁走者の足元にフットスイッチを設置し，被験者の後部に


























して算出した．なお，1frame は 4.76 ミリ秒に相当する．頭部回旋比率は，三塁走
者スタートの赤色 LED ライト点灯時と緑色 LED ライト点灯時における被験者の 2
枚の画像における，白黒に塗り分けられた帽子の色の比率から求めた．被験者の

























































課題における全ての統計解析は統計解析ソフトウェア SPSS	 Statistics	 Ver.	 21.0















断フレーム数は，低下群で 526.4±71.1	 frames，維持群で 439.7±83.2	 frames と
なり，低下群は維持群よりも有意に多かった（t=-2.676,	 p<0.05，図６−６）．頭
部回旋比率は，低下群で 1.69±0.22，維持群で 1.51±0.23 となり，群間に有意な



































































































































































していること（Williams	 and	 Davids,1998;	 Williams	 and	 Elliott,1999;	 加藤・福
 93 












ると報告されている（Bongers	 and	 Michaels,	 2008）．この他にも，視野を制限す
ることにより，熟練者の方が初心者よりも，パフォーマンスの悪化が大きいとの















































































	 被験者は，ソフトボール部に所属する女子部員 10 名（身長 163.3±3.5	 cm，体































































































ける全ての統計解析は統計解析ソフトウェア SPSS	 Statistics	 Ver.	 21.0（日本









かった（t=3.729,	 p<0.05,	 図７−２）．最終ボール注視時点は，捕球タスクで 1.11
























	 判断率は，判断タスクで 88.7±9.5％，捕球判断タスクで 88.9±8.1％となり，
タスク間に有意な差は認められなかった（t=-0.067,	 n.s.）．判断時間は，判断タ































































































































	 捕球判断タスクにおける最終ボール注視時点は約 0.86 秒であり，捕球タスクの
約 1.11 秒と比較して約 0.25 秒早い結果（図７−３）となった．捕球タスクにおい
ては，ほぼ全ての試技でボールがグラブに入る捕球の瞬間までボールに視線が向


















とが報告（石垣・福田,	 1997;	 Land	 and	 MacLeod,	 2000;	 Amazeen	 et	 al.,	 2001;	 












的に知っているボールの跳ね方の情報を活用していること（Diaz	 et	 al.,	 2013）
や，経験的に予測できる軌道の場合には，そうでない場合よりもボールに視線を











ングルタスクよりもパフォーマンスが低下すること（Leavitt,	 1979;	 Abernethy,	 
1988;	 Smith	 and	 Chamberlin,	 1992;	 Beilock	 et	 al.,	 2002	 &	 2004;	 木塚ほか,	 2010;	 
 110 
ウルフ,	 2010;	 Gabbett	 et	 al.,	 2011;	 Green	 et	 al.,	 2011;	 Resch	 et	 al.,	 2011），
特に運動タスクよりも認知タスクにおけるパフォーマンスが低下すること
（Populin	 et	 al.,	 1990;	 Marsh	 and	 Geel,	 2000;	 Vuillerme	 and	 Nougier,	 2004;	 








































































を獲得していること（Williams	 and	 Davids,1998;	 Williams	 and	 Elliott,1999;	 加
藤・福田,2002	 &	 2003;	 Kato	 and	 Fukuda,2002;	 品治・佐久間,2009;	 石橋ほか,2013;	 
仲里ほか,2013;	 今村・磯貝,2014）や，熟練者と未熟練者では視覚情報を獲得す
るために視線を向けている場所が異なること（大神ら,1989;	 Williams	 et	 al.,1994	 
&	 2002;	 Ripoll	 et	 al.,1995;	 Savelsberg	 et	 al.,2002	 &	 2005	 &	 2010;	 Avila	 and	 
Moreno,2003;	 加藤・福田,2003;	 Mattell	 and	 Vickers,	 2004;	 Nagano	 et	 al.,2006;	 



















（Williams	 and	 Davids,	 1998;	 加藤・福田,	 2002;	 Kato	 and	 Fukuda,	 2002）や，
２つの視対象の間に視線を向けることでそれら両方の視覚情報を得ようとしてい
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